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今日の講義で学ぶ内容

・ while文

・ do while文

・ break文と continue文

9回目 while、 do while文

塚豊i牛 |ま boo■ean 関係演算子で
,

繰り返 し文 2 while文

while:支[

(案 樺 パ |:I:∫ 暫 SL、 1            

す

ｌ

ψ
(

IB― ド例 l wttle(aく 5)a++3

凩尤み等冒「ス曇馨;標l
9前 判定ループでは■度も文が実行され

[:IIIIζ];:[[曇Iil[::』工 [[[[:31で
す)

while(医□)

または、if文や for文の書き方と合せて次のように書くと読みやす<分かりやすいでしょう

while(医□)

- 1/1■  ―



ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_1.java

〃 while文の実行
class Sample9_

{                                                  9

public static void main(string[]args)

{  int i=13(1)                        °

//変数 iが 5以下なら繰り返す
while(iく =5)

{

system.out.println(i+‖回目を繰り返しています。・ )」
i十+3//変数 iを 1増やす (ここがなければ無限に繰り返す)

与stntψ直威Ц‖繰り返しが終わりましたЪ

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。
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ソースコード例

ソースフアイル名 :sample9_2.java

〃 1、 2、 …・と総計を計算したとき、50を超えるのは,
class sample9_

{                  |† 2■ 3
7blttiC言

imlnit埋

]鳶
|

|† 2■ 3→ ―…ヤχ>3

int F15  //1、 2、 … と数え上げ用 i[  ~  l       l
int sum=o」 〃総計用        合31の0
//総計が 50以下なら繰り返 します
while(sumく =50)

{   A//~
system.out.println(i+‖を加算します・ )3

sum+=ij//sum=sum+i」 と同じです
System.out.println(‖ 現在の総計は

‖
+sum+‖です

‖
)」

i++j//変数 iを ■増やす
}

System.out.println(‖ 総計が 50を超えました
‖
)メ

}

}

実行画面

■を加算します

現在の総計は■です

2を加算します
現在の総計は 3です
3を加算します
現在の総計は 6です
4を加算します
現在の総計は■oです

9を加算します
現在の総計は 45です
■0を加算します
現在の総計は 55です
総計が 50を超えました

… 3/11 -



for文

while文

?for文と while文はどのように使い分ければい
いの P

「ooから△△まで □□を繰り返す」
ぃ ぅょぅ1       適回 は す

「ooを満たす間はずつと □□を繰り返す」
というように繰り返し回数が予め分からない場合に適しています

/―

二ヽ⊇>たとえば、 sample9_2.javaでは
「総数が 50以下の間はずつと.¨」

となります

この場合、繰り返し回数は予め分からないので while文 を使うと便利です

膨 一般に、for文で書ける繰り返し文は while文で書けますし、

その逆もできますので、使い分けにそんなに悩む必要はありません

次のように while文を記述するとどうなるでしようか P

//While文 のよくあるミス
class Ext9 1

{

public static void main(String[]args)

{

int i=1」

〃 while文のプロック {}を忘れたら?

stem.out.println(・ 繰り返しが終わりました。
m)5

〃 while文ブロック前に 3(セミコロゾ)を入れてしまつたら?

Чrile(i<=5o)ィ                               厖

system.out.println(i+‖回目を繰り返しています。
‖
)〕

■++j

l
system.out.println(‖ 繰り返しが終わりました。

‖
)3

while(iく =5

i System.。 血 .println(1+‖ 回目を繰り返しています。

while文のプロック{}がない場合

次の■文がwhile文の繰り返しで実

行する文と解釈されます

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわ

独のセミコロン

繰り返しで実行する文

が空の while文と解釈

されます

次に続 <ブ ロツクは
while文の繰り返しに

は含まれず、常に実行さ

れる通常の文です
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do while文

繰り返し文 3 do while文

文を実行し、条件を処理します

鐸 ξ恣蓄≧、電:裾[魔 1を終了はす
条件は boolean型で、関係演算子で表現される式などを記述します

予レ ィ

移 後判定ループでは少な<とも 1度は文が実行さ

れることに注意してください

条件の括弧の後ろに

コー ド例 l do a++3 While(aく 5)3

do while文はブロックを用いて次のように記述することができます

仰 □κ le(図 )3

または、つぎのように書くと読みやすく分かりやすいでしょう

{

□
□

while(医□凛
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ソースコード例

ソースフアイル名 :sample9_3.java

〃 do while文の実行
class sample9_

{

static void main(String[]argS)

`∫

s翼↑7月単え黒層揮憂薪ョξ議種胃贔11liます。っ」
―

ンi++j//変数 iを 1増やす (ここがなければ無限に繰り返す)
}While(iく =5)」

system.out.println(‖ 繰り返しが終わりました。“)」
}

0ヽ

凸while文とdo while文の大きな違いは何でしょうか,

Whilマ

ト子 1翼群哲肇糖菫1処理) 
文やブロックを 1度も処理しない場合があります

do while文 今 後判定ループ   う 最低でも■回は文やブロックを処理します
(条件を文の後で処理)

は3、hile文とdo while文はともに「ooを満たす間はずつと□□を繰り返す」と
いうように繰り返し回数が予め分からない場合に適しています

ほD粁or文と while文、do whi■e文はお互いに書き換えることができますので、使い分け
にそんなに悩む必要はありませんが、それぞれの特徴を押さえておくとスマニトなコードが
書けるようになります

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。
繰り返しが終わりました。
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Sample9_■ .javaで int型の変数 iを 7で初期化した場合の実行画面

Sample9_3.Javaで int型の変数 iを フで初期化した場合の実行画面

do while文
7回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。
繰り返しは一度は実行さ

れます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_4.java

//キーボード半」定付き入力
import javaoio.*3

class Sample9二 4

{

public static void main(String[]args)thrOws IOException

{

//キーボード入力の準備
BufferedReader br;

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))3

■nt num5

//正 しい範囲の値が入力されるまで繰り返す
do{

System.out.println(・ 1から■0までの整数を入力してください。
‖
)」

num = Integeroparselnt(br.readLine())3

}While(numく 1 11 nurn 〉■0)3

System.outoprintln(‖ あなたが入力した値は
‖+num+"です。・ )3

実行画面

1から■0までの整数を入力して<ださい。
―
・    嘔

“

二″
1から10までの整数を入力して<ださい。
7     cご二み
あなたが入力した値は 7です。

繰り返しが一度も実行さ

れない場合があります

繰り返しが終わりました。
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fOr(… )

{

↓ :

i  いいeak3

}

break文と continue文

break文 switch文または foc do while文内の実行中のIJL理存

終了し、その文か

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_5.java

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。

3回目を繰り返しています。

//無限ループから break文により抜ける
class Sample9_

{

public static vo■ d

{

■nt num=3j

int cnt=o;

main(String[]argS)

//抜け出す繰り返 しの回数番目
//繰り返 し回数のカウン ト

琴
cnt++」

system.out.println(cnt+‖回目を懸り返して墜

耐 τ 髪静 5孝脅 t

づlι垣多つDヒう`つヽ イうのT)イ通騨五二
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continue文 for、  while、

繰り返

ソースコード例

ソースファイル名 :Sample9_6.java

を終了し、

c。ぃAMい。しWン 9〔
::li´

じいメン``

そυ riti nソ
の共

■一一一
~~~~~ぐ♭rのし外

//COntinue文により繰り返しをスキップ
class Sample9_

{

public static void main(String[]args)

{

int i3

int num=3j//ス キップする繰り返しの回数番目

//指定された回数番目は continue文によリスキップ

fOr(i=■ 3iく =65i++)

System.out.println(1
y

“回目を繰り返 しています。
‖
)3

実行画面

■回目を繰り返してい意す。

2回目を繰り返しています。

4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。

6回目を繰り返しています。
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晶
繰返しの入れ子 (ネスト)構造の中で break文や continue文を使うと P

break文やcontinue文からみて最も内側の繰り返し文

break文   → 最も内側の switch文や繰り返し文を抜けます
continue文 → 最も内側の繰り返し文の繰返し部分の終端にスキップします

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_7.java

璃珀より外側の繰り返し文を breakしたい場合は
→ ラベル付き break文

鳩蘇
/よ
り外側の繰り返し文に対して continueを行いたい場合は
→ ラベル付き continue文

対 し
つ

ります

実行画面

i=0

i=1

i=2

//入れ子の繰返 しの中で break文を使う
class sample9_

{

public static void main(String[]args)

{

int ij

//内側のブロック内で break文を使うとP
Or(i=03iく 3」 i+十 )

System.out.println(:li=‖ 十i)3

フ修い
レ/1ア"hile(true)

break」 ¬ヽ
l
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器 今日の講義のまとめ 調
・ wh‖e文と do wh‖e文は繰り返し処理を記述します。

・w‖に文は、繰返し条件と繰返し対象の文からなります。まず、条件が評価されます。条件

が真である間、文が繰返し実行されます。条件が偽になると w‖:e文は終了します。

O wh‖ e文は、for文と同じ前判定ループです。

・ do w‖b文は、繰返し条件と繰返し対象の文からなります。まず、文が実行され、その後
で条件が評価されます。条件が真である間、文が繰返し実行されます。条件が偽になると do

wh‖e文は終了します。

・ do wh‖ e文は、後判定ループです。後判定ループとは、対象となる文を処理した後に条件
が評価 0判定される繰返し処理のことです。

・ break文は、sw:tch文または foR wh‖ e、 do w‖に文などの実行中の処理を終了し、その文

から抜けます。

・continue文は、foR w‖ に、do wh‖e文などの実行中の処理を終了し、繰返し部分の終端に
スキップします。
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